
「学校の森」取組み内容についてのアンケート回答用紙 

 

 

１、 定期的に活用している森の有無 

有り 

 

２、１が有りの場合の森の所在地 

 １）隣接地（校地の西約 1km） 、 

 ２）徒歩 15 分以内 、 

   

 

３、権利関係 

 １）学校所有（学校林）：蒲沢山国有林（4ha：昭和 32 年～） 

 ２）分収造林契約（契約期間：平成 62 年まで） 

 

４、取組期間 

 １）震災前から（開始時期 西暦   年） 

 ２）震災後から（開始時期 西暦 2013 年） 

 

５、授業時間か否か 

 ２）授業時間以外（休日 ） 

    ＊ 平成２５年度に，職場体験学習で学校林での活動後，本校２年生の生徒が

「みどりの樹（き）」という学校林ボランティアの組織を立ち上げ，生徒会

の組織に位置付けた。 

  ＊ 活動は，部活動との兼ね合いもあるが，休日の部活動の合間や活動日では

ない次期に本校学校林を含めた国有保安林の整備に協力している「里山ねっ

と赤坂」の皆様のご支援をいただきながら，８月の職場体験学習（下草や枝

の伐採作業），１１月からの年間数回の学校林の管理や林内での自然体験活

動を継続している。 

【以下授業で活用している学校への質問】 

 

６−１、授業科目（重複あり） 

 総合学習 、 生活 、 理科 、 社会 、 国語 、 道徳 、 図工 、 

 その他（                               ） 

 

 



７−１、各学年の年間授業時間数 

１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 合計 

       

 

８−１、実施する季節（重複あり） 

 １）春 、 夏 、 秋 、 冬 

 ２）学年による（                           ） 

 ３）年一回 、 年複数回  

 

９−１、授業で森を活用する視点について 

 １）知識ではなく体験で初めて得られることに意義 

   具体的には、（                           ） 

 ２）総合学習のテーマとして森の活用が相応しいと判断 

   具体的には、（                           ） 

 ３）総合学習以外にも学習効果が得られる科目がある 

   具体的には、（                           ） 

 ４）その他（                             ） 

 

10−１、実施プログラムの内容／視点 

 １）震災を受けて防災・減災の視点を含めている 、 いない 

 ２）実施プログラムの計画書等がある 、 ない 

   ある場合はコピーを同封して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【以下授業外で活用している学校への質問】 

 

６−２、授業での活用を行っていない理由 

 ２）森での活動を授業に取り込みたいが現時点では障害がある 

 

７−２、６−２で２）と回答した学校へ 授業で活用する上での障害について 

 １）各教科で習得すべき単元数が増加し、余裕が無い 

 

 

【以下全ての学校への質問】 

11、指導者(重複あり) 

 ３）教師と学外団体の協同 

 

12、学校以外の運営指導協力者がおられる場合 

  具体的には（「里山ねっと赤坂 代表 和田伸太郎 ） 

 

13、年間運営経費（数年に一度の森林整備費用は除く） 

 ４）３万円（生徒会：「みどりの樹」として予算化 

 

14、運営経費の支出先 

 ５）その他（消耗品等の購入） 

 

15、運営経費の捻出 

 ３）ＰＴＡからの生徒会費を原資とし，生徒会のボランティア団体「みどりの樹」

として予算化 

 

 

 

16、数年に一度の大規模な森林整備費用 

 １）発生しない 

 

17、必要な道具(重複あり) 

 ３）軍手 

 ４）長靴 

 ５）ノコギリ、鎌 

 ６）木工関係の道具 



 

18、１７の道具の調達 

 １）生徒会費で購入 

 

19、昨年度の活動と今年度の活動比較 

 ３）昨年度と変わらない 

  ① ８月後半に「２学年の職場体験活動」として，「里山ねっと赤坂」の皆様

の指導で学校林内の下草や枝うちの作業体験学習 

  ② 11 月以降に，学校林散策や芋煮会，下草狩り等の活動を不定期ながら継

続的に実施している。 

 

 

 

20、来年度の活動についての展望 

 １）今年度より進化させたい 

   具体的には 

（小中 9 年間という視点から，隣接する川前小学校との連携等を模索したい）  

 

21、活動継続に向けた対応 

  ⑤ 森の活用校で連携して活動の成果を普遍的なものにする 

     … 学外の運営協力者（「里山ねっと赤坂」）との継続的な連携を図る 

 

 

22、活動中止の危機の有無 

 無し 

 

23、活動中止の要因として考えられること 

  特に無し 、 

  

24、フィールドの地域開放 

 ２）地域の人々が森林整備にも協力しており開放している 

 

25、森の活用についてのＰＴＡの関わり 

 １）全面賛成 

 ２）具体的に森の活動について見守りでボランティア協力 

 



26、ＰＴＡに協力を得ている場合の具体記述 

 特になし 

 

 

 

 

 

 

 

27、重視していること(重複あり) 

 １）木の名前を知ることで森に興味を持つこと 

 ２）自然の中で伸び伸びと過ごすこと 

 ３）生態系のつながりの理解 

 ６）震災後の子どもたちの心のケア 

28、困っていること(重複あり) 

 

以上アンケートに回答頂き有り難うございました。 


